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令
和
三
年  

新
年
の
ご
挨
拶

村
長  

藤 

澤  

泰 

彦

今年の生坂山脈からの日の出

タブレット端末の引渡式

雲海の上の高津屋森林公園

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
三
年
の
新
春
を
、

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
村
民
の
皆
様
に
は
、
村
政

運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
ご
支
援
、
ご

尽
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
、
両
施
設
で
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」「
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル
」「
地
域

未
来
塾
」
な
ど
で
学
力
・
運
動
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
向
け
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
「
い
く
っ
子
ナ
ビ
」
を
導
入
し
、
村

の
子
育
て
に
関
す
る
取
組
や
情
報
を

入
手
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
複
雑

な
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

や
健
康
管
理
の
記
録
な
ど
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
機
能
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
て
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
岐
に
わ
た

り
制
約
を
受
け
た
大
変
な
年
で
し
た

が
、
当
村
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
で
協
議

し
、
村
民
の
皆
様
に
感
染
防
止
策
等

の
周
知
徹
底
、各
種
商
品
券
の
配
布
、

支
援
金
・
助
成
金
等
の
支
援
策
を
講

じ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
三
密
を
避
け
る
な
ど
、
基

本
的
な
感
染
防
止
策
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
寒
い
時
期
で
す
が
、
部
屋

の
換
気
、
加
湿
を
適
切
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
昨
年
を
振
り
返
り
四

つ
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

最
初
に
、「
子
育
て
支
援
事
業
」
と

し
て
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
で
は
、

エ
ア
コ
ン
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
更

新
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
施
設
・

楽
器
・
遊
具
等
の
更
新
や
維
持
管
理

を
行
い
、
児
童
館
・
生
涯
学
習
施
設

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の
更

新
、
床
の
改
修
を
行
い
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

昨
年
一
一
月
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
児
童
生
徒
全
員
に
配
布
さ

れ
、
小
・
中
学
校
の
高
速
大
容
量
の

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
も
完
了
し
、
今
年

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
で
活
用
で
き

る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
坂
村
で
結
婚
、
出
産
、

育
児
、
教
育
が
安
心
に
一
貫
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
産
祝
金
の
拡

充
、
結
婚
祝
金
、
入
学
祝
金
、
奨
学

金
貸
付
制
度
な
ど
に
よ
り
、
安
心
し

て
健
や
か
に
産
み
育
て
ら
れ
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
達
が
個
性
豊
か
に
育

ま
れ
る
環
境
づ
く
り
と
教
育
の
充
実

強
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」
と
し

て
、
第
七
期
介
護
保
険
事
業
に
お
い

て
は
、
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
、

高
齢
者
の
低
栄
養
防
止
・
重
症
化
予

防
事
業
等
の
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」、
元
気
塾
・
生
坂

お
と
こ
塾
等
の
「
一
般
介
護
予
防
事

業
」、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
等

の
「
包
括
的
支
援
事
業
」
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
利
用
者

増
に
よ
り
介
護
給
付
費
が
増
額
し
て

い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
今

年
四
月
か
ら
の
第
八
期
介
護
保
険
料

は
大
幅
な
値
上
げ
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
の
で
ご
理
解
の

ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
地
域
支
え
合
い
推
進
会
議
」
で

は
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
生
坂
村
有
償

援
助
サ
ー
ビ
ス
「
も
り
び
と
」
の
稼

働
に
よ
り
、「
住
民
相
互
の
支
え
合
い

に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
村
民
の
皆
様
に
は
健
康

管
理
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、健

康
維
持
や
介
護
予
防
に
努
め
て
健
康

寿
命
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な

ど
、
健
康
な
暮
ら
し
の
継
続
と
福
祉

の
充
実
に
よ
る
、高
齢
者
の
生
活
の
安

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
産
業
振
興
事
業
」
と
し
て
、
道
の

駅
い
く
さ
か
の
郷
は
、
春
に
ワ
ラ
ビ
、
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道の駅「いくさかの郷」の賑わい

2020 イクラン！！松本山雅 FC

信濃十名勝　山清路

　

か
あ
さ
ん
家
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
策
に
よ
り
、
席
数

を
減
ら
し
て
の
食
堂
の
売
上
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
灰
焼
き
お
や
き
、

お
ま
ん
じ
ゅ
う
、
か
あ
さ
ん
豆
腐
な

ど
の
加
工
品
の
販
売
は
売
上
が
伸

び
、
雇
用
も
増
え
順
調
に
運
営
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

タ
ラ
の
芽
な
ど
の
山
菜
と
竹
の
子
の

「
ハ
チ
ク
」、
秋
に
は
１
９
３
カ
ラ
ッ

ト
の
ぶ
ど
う
の
販
売
で
と
て
も
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

山
村
活
性
化
対
策
事
業
で
発
行
し

た
１
９
３
ク
ー
ポ
ン
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

等
の
宣
伝
効
果
に
よ
り
、
販
売
額
が

前
年
対
比
二
倍
以
上
の
月
が
あ
り
、

順
調
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

大
橋
等
を
合
わ
せ
て
、歴
史
あ
る「
山

清
路
」
一
帯
の
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

以
上
の
農
業
、商
工
業
、観
光
の
振

興
、
六
次
産
業
化
な
ど
に
よ
り
ま
す

「
産
業
振
興
事
業
」で
当
村
の
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」
と

し
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

抑
制
対
策
の
移
住
・
定
住
促
進
支
援

で
、
石
原
団
地
に
若
者
定
住
促
進
住

宅
を
二
棟
建
設
し
、
村
外
か
ら
の
二

世
帯
の
入
居
が
決
ま
り
、
中
学
生
以

下
の
子
が
い
る
親
子
世
帯
へ
の
住
宅

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
拡
充
し
、

昨
年
の
地
方
回
帰
の
流
れ
か
ら
、
生

坂
村
移
住
定
住
及
び
空
き
家
対
策
事

　
「
県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
」は
、

宇
留
賀
才
光
寺
工
区
の
用
水
路
工
事

が
完
成
し
、
下
生
野
工
区
の
農
業
用

用
排
水
施
設
が
測
量
・
設
計
中
、上
生

坂
原
工
区
の
農
業
用
用
排
水
施
設
が

工
事
中
、
小
舟
工
区
の
農
道
整
備
事

業
・
農
業
集
落
道
整
備
事
業
が
設
計

後
発
注
予
定
、
下
生
坂
工
区
の
農
業

集
落
道
整
備
事
業
が
設
計
中
、
大
日

向
北
平
工
区
の
農
業
用
用
排
水
施
設

が
工
事
中
、
宇
留
賀
会
工
区
の
圃
場

整
備
事
業
が
設
計
中
の
状
況
で
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
五
〇
％
と
発
行
枚

数
も
二
．
五
倍
に
増
や
し
た
「
い
く

さ
か
マ
ル
得
商
品
券
ス
ー
パ
ー
プ
レ

ミ
ア
ム
」
の
発
行
補
助
を
行
い
、
拡

充
し
た
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
、
生
坂
村
店
舗
整
備
促
進
事
業
補

助
金
等
も
実
施
し
て
、
商
工
業
者
の

育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
要
地
方
道
大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー

千
曲
線
の
山
清
路
バ
イ
パ
ス
工
事

（
山
清
路
大
橋
）
は
先
月
一
三
日
に
開

通
し
、
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
る
な

ど
、
安
全
な
通
行
に
よ
り
安
心
な
生

活
が
確
保
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
村
は「
信
濃
十
名
勝　

山
清
路
」

の
縦
型
看
板
と
「
山
清
路
伝
説
」
の

看
板
を
補
修
し
、
今
後
案
内
マ
ッ
プ

の
作
製
も
予
定
し
、
金
戸
山
百
体
観

音
、
山
清
路
の
郷
資
料
館
、
山
清
路

業
補
助
金
も
一
二
月
定
例
議
会
で
補

正
を
組
む
な
ど
移
住
者
が
増
え
て
い

る
状
況
で
す
。

　

昨
今
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
災
害

発
生
が
常
態
化
し
て
い
る
中
、
生
坂

村
で
初
め
て
九
名
の
方
が
防
災
士

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
避
難
所
四
箇

所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
備
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｎ
で
は
、
Ｌ

ア
ラ
ー
ト
の
防
災
情
報
を
字
幕
ス
ー

パ
ー
と
し
て
緊
急
放
送
が
可
能
と
な

り
、
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

に
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
村
内
三
箇
所

の
雨
量
等
が
把
握
で
き
る
文
字
放
送

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
「
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
」
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
安
全
安
心

な
生
活
の
確
保
及
び
人
口
減
少
対

策
、
地
域
・
村
の
活
性
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

第
六
次
総
合
計
画
の
将
来
像
は

「
確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ

　

明
る
く　

健
や
か
に
生
き
る
村
」、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
新
た
な
発

想
で　

未
来
を
創
り
出
し　

人
と
自

然
が
輝
く　

い
く
さ
か
」
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
生
坂
村
に
愛

着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
絆
を
大
切
に
、
支
え
合
い
守
り

育
て
て
い
こ
う
と
い
う
責
任
感
を
共

有
す
る
中
で
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
生
坂
村
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
本
年
も
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
基
、
協
働
に
よ

る
村
づ
く
り
の
継
続
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
生
坂
村
の
発
展
と
村
民

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈

念
し
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
村
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
生
坂
村
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
選
挙
期
日
が
、
一
二

月
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
四
月
二
〇
日
（
火
）
告
示
、
同

二
五
日
（
日
）
に
投
票
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

期
日
前
投
票
は
二
一
日
（
水
）
か

ら
二
四
日
（
土
）
の
四
日
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
村
で
は
一
二
月
議

会
で
「
生
坂
村
議
会
議
員
及
び
生
坂

　

一
二
月
に
制
定
さ
れ
た
村
条
例
で

は
㊀
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
㊁

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
㊂
選
挙
運

動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
ま
す
（
表
参
照
）
。

　

ま
た
、
公
費
負
担
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
候
補
者
は
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
を
行
う
業
者
等
と
有

償
契
約
を
締
結
し
、
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
で
あ
り
、

村
は
業
者
等
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き

業
者
等
に
支
払
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
に

予
定
し
て
い
る
村
議
会
議
員
選
挙

（
四
月
二
〇
日
告
示
、
同
二
五
日
執

行
）
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
六
月
の
公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
は
、
全
国
的
に
町
村
議
会

議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
候
補
者
の
負

担
軽
減
や
候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の

機
会
均
等
を
図
り
、
多
様
な
人
材
の

議
会
参
加
を
促
進
す
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
都

道
府
県
と
市
の
み
を
対
象
と
し
て
い

た
選
挙
公
営
制
度
（
選
挙
運
動
費
用

の
一
部
を
自
治
体
が
負
担
す
る
仕
組

み
）
を
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
よ

り
町
村
も
同
様
に
拡
大
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
公
営
の
拡
大
に
併

せ
、
町
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て

も
、
ビ
ラ
頒
布
が
解
禁
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
公
営
対
象
に
伴
う
措

置
と
し
て
、
町
村
議
会
議
員
選
挙
に

も
供
託
金
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

（
一
五
万
円
）
。

◆選挙運動用自動車の使用
区分 公費負担の対象 公費負担の限度額

１　一般運送契約（ハイヤー方式）
ハイヤー方式とは、自動車借入、燃料代、運転手の雇用を一括して
契約する方法です。一般乗用旅客自動車運送事業者と運送契約を
行います。

64,500円/日

２　その他の契約

ア．自動車借入契約
　 （レンタカー契約）

選挙運動用自動車として使用された各日の料金の合計金額（同一
の日において１台に限る）。 15,800円/日

イ．燃料供給契約 選挙運動用自動車に供給した燃料の代金。 7,560円/日

ウ．運転者雇用契約 選挙運動用自動車の運転業務に従事した各日について支払う報酬
の合計金額（同一の日において１人に限る）。 12,500円/日

◆選挙運動用ビラの作成
公費負担の対象 公費負担の限度額

選挙運動用ビラ（2種類以内）の作成費用
【規格】長さ29.7センチメートル、幅21センチメー
トル(A4版)以内

頒布方法は以下のとおり
・新聞折込　・候補者の選挙事務所内　・個人演説会の会場内
・街頭演説の場所

単価の限度額
� ７円51銭
枚数の限度
� 議員 1,600枚
� 村長 5,000枚

◆選挙運動用ポスターの作成
公費負担の対象 単価の限度額 作成限度枚数

選挙運動用ポスターの作成費用
（525円６銭×ポスター掲示場数+88,000円）÷ポスター掲示場数
※生坂村の場合は、ポスター掲示場数が22箇所のため

（525円６銭×22+88,000円）÷22＝4,526円/枚

掲示場数
� （現在は22か所）

生
坂
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
は
四
月
二
五
日

4



鉄剤を加えた緑茶

鉄
剤

緑
茶

安
心
し
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

生
坂
村
消
防
団
年
末
警
戒
を
実
施

　

生
坂
村
消
防
団
で
は
一
二
月
二
五

日
（
金
）
か
ら
三
〇
日
（
水
）
ま
で
の

六
日
間
、
年
末
警
戒
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
消
防
団
年
末
警
戒
は
県
内

各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感

染
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
、
巡
視
回
数
を
八
時
三
〇
分
か

ら
の
一
回
の
み
と
し
、
詰
所
で
の
待

機
を
し
な
い
こ
と
な
ど
例
年
と
大
き

く
内
容
を
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
二
回
目
の
健
康
推
進
員
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

松
本
薬
剤
師
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き

「
お
薬
な
ん
で
も
講
座
～
お
薬
の
上

手
な
飲
み
方
～
」
に
つ
い
て
、
ほ
ん

じ
ょ
う
薬
局
の
吉
村
雄
次
郎
先
生
に

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

警
戒
初
日
の
二
五
日
（
金
）
は
、

恒
例
の
村
長
・
消
防
団
長
・
駐
在
所

長
に
よ
る
巡
視
激
励
会
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
激
励
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
団
員
各
位

は
分
団
長
の
号
令
の
も
と
管
轄
地
域

の
警
戒
に
臨
み
ま
し
た
。

　

冬
季
は
火
気
の
取
り
扱
い
が
増

え
、
気
象
状
況
も
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
火
の
元
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
、
お
や
す
み
前
に

は
必
ず
安
全
の
確
認
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

講
義
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

お
薬
を
内
服
す
る
際
は
、
コ
ッ
プ

一
杯
程
度
の
水
で
内
服
す
る
の
が
望

ま
し
い
そ
う
で
す
。

【
飲
み
や
す
く
す
る
工
夫
】

＊
口
を
湿
ら
せ
て
お
く

＊
う
な
ず
く
よ
う
に
顎
を
引
い
て
内

服
す
る

＊
オ
ブ
ラ
ー
ト
や
ゼ
リ
ー
を
活
用
す

る
（
オ
ブ
ラ
ー
ト
は
、
薬
を
オ
ブ

ラ
ー
ト
に
包
み
、
一
度
水
に
湿
ら

せ
て
か
ら
内
服
す
る
）

＊
内
服
し
て
す
ぐ
に
横
に
な
ら
な
い

【
薬
を
飲
み
忘
れ
た
と
き
は
？
】

　

薬
に
よ
っ
て
、
内
服
回
数
や
効
果

時
間
、
容
量
が
違
う
の
で
、
自
己
判

断
せ
ず
、
か
か
り
つ
け
医
又
は
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
に
相
談
を
し
て
欲
し

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
な
ん
と
な
く

日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
良
か
っ
た
」「
副
作

用
に
つ
い
て
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

学
習
会
で“
聞
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
”

を
、
ぜ
ひ
、
身
近
な
人
に
広
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

健康推進員の学習会

「お薬なんでも講座」

開催しました

【
効
果
を
強
め
た
り
、
弱
め
た
り
す

る
飲
み
物
に
つ
い
て
】

◦
お
茶

　

鉄
剤
を
お
茶
と
一
緒
に
飲
む
と
薬

の
効
果
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う

写
真:

お
茶
に
鉄
剤
を
入
れ
る
と
黒

く
濁
っ
て
し
ま
う
。

◦
牛
乳

　

身
体
に
作
用
す
る
の
に
時
間
が

　

か
か
っ
て
し
ま
う

◦
ジ
ュ
ー
ス

　

薬
の
効
果
が
出
な
い
可
能
性
が

　

あ
る

◦
ア
ル
コ
ー
ル

　

薬
の
分
解
速
度
を
変
え
て
し
ま
う
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小
学
校
六
年
生
。
一
一
月

一
八・一
九
日
に
修
学
旅
行
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
も

あ
り
、
東
京
へ
修
学
旅
行
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

旅
行
の
行
き
先
を
長
野
県
内
に
変
更

し
て
六
年
生
み
ん
な
で
見
学
先
や
体

験
先
を
考
え
て
、
計
画
し
直
し
、
今

ま
で
と
は
違

う『
自
分
達

の
修
学
旅

行
』
に
行
く

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◦
小
口
真
白

　

満
蒙
開
拓

平
和
記
念
館

ホ
テ
ル
で
み
ん
な
と「
人
狼
ゲ
ー
ム
」

を
し
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

星
空
ツ
ア
ー
で
、
星
の
見
方
や
名
前

を
教
え
て
も
ら
い
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

◦
原
田
優
歩

　

天
竜
舟
下
り
で
は
、
水
鳥
や
ト
ン

ビ
が
よ
っ
て
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

川
か
ら
見
る
景
色
も
き
れ
い
で
三
つ

の
橋
の
下
を
通
り
ま
し
た
。
三
〇
分

ほ
ど
の
舟
下
り
で
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
三
〇
分
が
た
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

◦
日
岐
愛
美

　

私
が
、
修
学
旅
行
で
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
、
天
竜
舟
下
り
と
影
絵
美
術

館
で
す
。
天
竜
舟
下
り
は
天
気
も
良

く
、
波
が
あ
ま
り
な
く
紅
葉
が
き
れ

い
だ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
影

絵
美
術
館
は
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が

あ
り
、と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
他
の

見
学
場
所
で
も
、
た
く
さ
ん
勉
強
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
長
野
県

に
も
、
た
く
さ
ん
の
観
光
地
や
施
設

が
あ
り
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◦
平
林
巧
大

　

星
空
ツ
ア
ー
で
は
、北
の
方
角
の
探

し
方
や
秋
の
星
座
を
実
際
に
見
て
、そ

の
星
座
に
ま
つ
わ
る
神
話
も
一
緒
に
聞

く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。ホ
テ
ル
の
夕
食
で
は
、バ

◦
平
林
翼
紗

　

と
て
も
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
で
の
見
学

は
、
社
会
科
の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

天
竜
舟
下
り
は
、
初
め
て
の
体
験
で

し
た
。と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◦
藤
澤
恒
亮

　

修
学
旅
行
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
は
、
天
竜
舟
下
り
で
す
。
初
め
て

の
体
験
だ
っ
た
の
で
、
舟
に
乗
る
前

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。乗
っ

て
み
た
ら
紅
葉
が
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。ま
た
、行
き
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

◦
藤
澤
琴
羽

　

修
学
旅
行
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

で
の
見
学
で
す
。
な
ぜ
心
に
残
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
社
会
科
の
教
科

書
に
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
、
戦
争

の
時
代
の
長
野
県
の
様
子
や
昔
の
人

が
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
き
た
の
か
な

ど
、
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
。

◦
吉
澤
颯
真

　

水
引
き
工
芸
の
見
学
で
は
、
箸
置

き
を
作
り
ま
し
た
。
作
業
は
簡
単

で
し
た
。
形
の
い
い
箸
置
き
を
作
り

た
い
と
思
い
、
何
度
も
形
を
整
え
ま

し
た
。
そ
の
他
、
水
引
き
の
作
品
を

た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。
ど
れ
も
す
ご

か
っ
た
で
す
。ホ
テ
ル
で
は
、
友
だ
ち

と
一
緒
に『
人
狼
ゲ
ー
ム
』を
し
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、修
学
旅
行
で

班
の
係
活
動
も
し
っ
か
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◦
松
本
栞
里

　

修
学
旅
行
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
水
引
き
工
芸
館
に
行
っ
た
こ

と
で
す
。
細
か
な
作
業
を
一
つ
一
つ

手
で
て
い
ね
い
に
作
っ
て
い
て
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、修
学

旅
行
で
は
、
友
だ
ち
の
良
い
と
こ
ろ

で
、
戦
争
の
時
代
の
満
州
国
で
何
が

あ
っ
た
の
か
知
り
、
学
習
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
班
長
と
し
て

班
の
み
ん
な
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
、
出
発
の
会
や
到
着
の
会
を
進
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
か

ら
の
中
学
校
生
活
に
い
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◦
金
元
夢
唯

　

修
学
旅
行
で
勉
強
に
な
っ
た
こ
と

は
、
集
団
で
生
活
す
る
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。
い
つ
も
以
上
に
時
間
を
意

識
し
な
が
ら
活
動
を
し
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
星
空
ツ
ア
ー
で

す
。星
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

◦
小
林
義
典

　

天
竜
舟
下
り
で
は
、
ス
リ
ル
が

あ
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

イ
キ
ン
グ
形

式
で
し
た
。

ど
れ
も
お
い

し
か
っ
た
で

す
。
特
に
、

牛
ス
テ
ー

キ
が
お
い

し
か
っ
た
で

す
。

も
た
く
さ
ん

見
つ
け
ま
し

た
。
と
て
も

楽
し
く
て
思

い
出
に
な
り

ま
し
た
。

6年生  修学旅行
県内（南信方面）で実施

小学校だより
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中学校だより
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令
和
三
年
は
笑
顔
の
年
に
！

か
あ
さ
ん
家

　藤 

澤  

澄 

子

　

松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
花
の
種
子
、
苗
な
ど
を
児
童
等

が
協
力
し
合
っ
て
育
て
る
こ
と
を
通

じ
て
、
協
力
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
生
き
た
教
育
と
し
て
学
び
、

生
命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
中
で
人
権

尊
重
思
想
を
育
み
、
情
操
を
よ
り
豊

か
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
人
権
の
花
」
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
人
権
の
花
」
運
動
は
昭
和

五
七
年
度
か
ら
全
国
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
令
和
二
年
度
松
本
管
内
で

は
、
生
坂
小
学
校
、
麻
績
小
学
校
の

二
校
が
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

～
先
生
方
に
よ
る
花
の
管
理
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
全
国
に
非
常
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
小
学
校
は
三
月
二
日
よ
り

臨
時
休
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
に
入
り
、
三
日
登
校
で
き
た

も
の
の
再
び
休
業
と
な
り
、
一
方
で

花
は
日
々
成
長
し
て
い
く
た
め
、
四

月
中
旬
、
児
童
の
い
な
い
各
小
学
校

に
花
の
苗
を
届
け
、
教
頭
先
生
を
は

じ
め
担
当
し
て
い
た
だ
く
先
生
方
に

培
だ
け
で
な
く
管
理
に
も
気
を
配
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
切
に
育
て
ら
れ
た
花
は
、
村
の

社
会
福
祉
施
設
や
公
共
施
設
等
に
届

け
ら
れ
、
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

～「
人
権
の
花
」運
動
を
通
じ
て
～

　

今
回
の
花
運
動
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
先
生
方
よ
り
、
「
花
を
育
て
た

こ
と
で
生
き
た
教
材
と
な
り
児
童
達

の
助
け
合
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
花
を
育
て
る
こ
と
が
心
の
成

長
に
も
つ
な
が
っ
た
」
「
花
を
育
て

る
こ
と
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
運
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

登
校
が
始
ま
る
ま
で
花
を
育
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

～
生
坂
小
学
校
で
の
取
り
組
み
～

　

生
坂
小
学
校
で
は
、
四
年
生
か
ら

六
年
生
の
環
境
委
員
が
中
心
と
な

り
、
四
〇
名
の
児
童
で
プ
ラ
ン
タ
ー

の
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

栽
培
し
た
日
々
草
（
ニ
チ
ニ
チ
ソ

ウ
）
は
放
っ
て
お
い
て
も
育
つ
花
で

す
が
、
剪
定
や
摘
芯
作
業
な
ど
、
手

を
か
け
る
こ
と
で
よ
り
良
い
姿
と
な

る
こ
と
か
ら
、
児
童
達
は
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
花
を
育
て
る
と
と
も
に
、

長
雨
の
影
響
に
よ
る
根
腐
れ
や
、
強

い
日
差
し
で
の
葉
焼
け
を
防
止
す
る

た
め
プ
ラ
ン
タ
ー
を
移
動
さ
せ
、
栽

　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
『
か
あ
さ
ん
家
』
で
は
、
仕
事
始

め
初
日
の
一
月
五
日
（
火
）
に
初
売

り
セ
ー
ル
を
開
催
し
、
人
気
の
高
い

お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
豆
腐
な
ど
を
割

引
価
格
で
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は
、

「
皆
様
に
福
が
舞
い
込
み
ま
す
よ
う

に
！
」
と
の
願
い
を
込
め
て
作
っ
た

福
豆
を
お
配
り
し
ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
年
で
し
た
の
で
、

「
コ
ロ
ナ
は
モ
ー
た
く
さ
ん
！
」
と

今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で
、
牛
の
飾

り
物
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。
早

く
収
束
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
れ
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心

が
け
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
『
か
あ
さ
ん
家
』
で
は
、
今
年
も
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

地
元
農
産
物
を
使
っ
た
安
心
安
全
な

商
品
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

｢
人
権
の
花｣

運
動
の
取
り
組
み

　
『
か
あ
さ
ん
家
』
で
は
毎
年
小
正

月
に
は
恒
例
の
繭
玉
作
り
を
行
い
ま

す
が
、今
年
は
定
休
日
に
あ
わ
せ
て
、

一
月
一
二
日
（
火
）
に
行
い
、
若
い

メ
ン
バ
ー
も
先
輩
の
皆
さ
ん
に
教
え
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歯
を
失
っ
た
後
の
治
療

歯
が
抜
け
た
ま
ま
放
置
す
る
と

・
見
た
目
が
悪
い

・
歯
茎
が
痩
せ
顔
が
変
形
す
る

・
胃
腸
へ
の
負
担
が
か
か
る

・
か
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
る

・
上
手
く
発
音
で
き
な
い

・
歯
並
び
が
悪
く
な
る

・
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る

・
脳
の
活
性
化
に
影
響

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
か
み
合
わ
せ
は
全
身
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
た
め
に
と
て
も
重
要
で

す
。か
み
合
わ
せ
が
悪
い
と
顎
の
筋
肉

に
負
担
が
か
か
っ
た
り
、顎
の
位
置
が

ず
れ
た
り
し
ま
す
。顎
の
位
置
が
ず
れ

る
と
、首
・
肩
・
腰
の
位
置
ず
れ
、筋
肉

の
緊
張
な
ど
肩
こ
り
に
影
響
し
ま
す
。

　

ブ
リ
ッ
ジ
と
は
、無
い
歯
の
両
隣
の

歯
を
支
え
に
し
て
、橋
を
か
け
る
よ
う

に
か
ぶ
せ
物
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

支
え
と
な
る
歯
の
状
態
に
も
よ
り

ま
す
が
、一
般
的
に
、
歯
の
無
い
部
分

が
少
な
い
場
合
は
ブ
リ
ッ
ジ
が
選
択

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

定
期
的
に
支
え
と
な
る
歯
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
事
が
大
切
で
す
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト

◦
長
所

・
見
た
目
は
天
然
の
歯
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い

・
長
持
ち
す
る

・
周
囲
の
歯
に
負
担
を
か
け
な
い

◦
短
所

・
保
険
が
使
え
な
い

・
治
療
時
間
が
か
か
る

・
お
口
の
状
態
、
全
身
の
健
康
状
態

に
よ
っ
て
は
適
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
る

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
手
術
を
伴
い
治

療
時
間
や
費
用
の
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
説
明
を
受
け
、

納
得
す
る
事
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

当
医
院
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
の
た
め
紫
外
線
を
使
用
し
た
空
気

清
浄
機
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
院
の
際
は
、必
ず
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す
。生

坂
村
歯
科
診
療
所

よ
っ
て
、
歯
を
失
っ
た
部
分
に
は
、
歯

を
補
う
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

入
れ
歯

◦
長
所

・
ほ
と
ん
ど
の
方（
症
例
）に
適
応
で

き
る

・
保
険
が
使
え
る
の
で
安
価

・
前
後
の
歯
を
削
ら
な
く
て
良
い

◦
短
所

・
違
和
感
が
あ
る

・
食
べ
に
く
い

・
硬
い
物
が
か
め
な
い

・
バ
ネ
を
か
け
る
歯
に
負
担
か
か
る

・
バ
ネ
が
見
え
る
と
見
た
目
が
悪
い

・
天
然
の
歯
に
比
べ
噛
む
力
が
弱
い

　

入
れ
歯
が
初
め
て
の
方
は
、食
事
や

会
話
な
ど
に
苦
労
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
適
用
外
の
入
れ
歯
に
は
、バ
ネ

が
見
え
な
い
も
の
、裏
面
が
シ
リ
コ
ン

で
軟
ら
か
く
よ
く
か
め
る
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
入
れ
歯
が
あ
り

ま
す
。歯
科
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ブ
リ
ッ
ジ

◦
長
所

・
固
定
式
で
違
和
感
が
な
い

・
保
険
が
適
用
で
き
る

◦
短
所

・
お
口
の
状
態
に
よ
っ
て
適
用
で
き

な
い（
本
数
・
位
置
・
強
度
）

・
支
え
と
な
る
両
隣
の
歯
を
削
ら
な

い
と
い
け
な
い

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。本
年
も
や
ま
な
み
荘
を
、ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

や
ま
な
み
荘
は
、
年
末
年
始
に
通

常
営
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
風
呂

で
は
、一
二
月
三
〇
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
竹
炭
湯
を
開
催
し
て
、
た
く
さ

ん
の
方
に
お
風
呂
の
入
り
納
め
と
初

風
呂
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、ご
家
族
の
団
ら
ん
に
刺
身
盛
皿
、

オ
ー
ド
ブ
ル
等
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、現
在
も

収
ま
る
気
配
は
な
く
、
収
束
の
見
通

し
が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。や
ま
な
み

荘
で
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
新
春
イ

ベ
ン
ト
も
、今
年
は
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
少
し
寂
し
い
お
正
月
で
し
た
。

村
内
で
も
地
区
の
新
年
会
を
中
止
し

た
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
今
後

も
、会
合
等
の
催
し
は
難
し
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、年
末
年
始

に
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
、
刺
身

盛
皿
、オ
ー
ド
ブ
ル
に
加
え
、つ
ま
み

折
詰
め
や
お
弁
当
も
ご
用
意
い
た
し

ま
す
。ま
た
、食
堂
の
お
持
ち
帰
り
メ

ニ
ュ
ー
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、ご
家
庭
、少
人
数
で
の
お
集
ま
り

に
ぜ
ひ
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
ご
好
評
の
８
０
７
３（
や
ま

な
み
）パ
ッ
ク
も
、三
月
末
ま
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。一
泊
二
食
に
お
酒

又
は
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
が
一
本
付
い

て
、
八
〇
七
三
円
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
お
得
な
プ
ラ
ン
で
す
の
で
、
歓

送
迎
会
や
同
級
会
、
兄
弟
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

や
ま
な
み
荘
で
は
、
新
し
い
生
活

様
式
に
沿
っ
た
対
策
を
講
じ
て
、
お

越
し
い
た
だ
く
皆
様
に
安
心
し
て
お

楽
し
み
、
お
く
つ
ろ
ぎ
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
族
で
お
仲
間
で

　
　

や
ま
な
み
荘
へ

　
　
　

温
ま
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。集
落
支
援
員
の
佐
久
間
で

す
。

　

今
年
の
干
支
は
丑
で
す
。
年
末
年

始
は
牛
の
よ
う
に
家
で
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

牛
と
聞
く
と
、
子
供
の
頃
に
実
家

（
千
葉
県
）
周
辺
に
牛
を
飼
っ
て
い
る

農
家
の
方
々
が
多
く
い
た
こ
と
を
を

思
い
出
し
ま
す
。か
く
れ
ん
ぼ
や
、友

達
の
家
に
遊
び
に
行
く
の
に
、わ
ざ
わ

ざ
牛
舎
の
中
を
通
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
牛
舎
の
湿
度
、
薄
暗
さ
、
牛
の
息

な
っ
て
き
ま
し
た
。あ
と
何
度
使
用
で

き
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、で
き

る
限
り
冬
の
小
さ
な
楽
し
み
を
大
好

き
隊
で
作
り
出
せ
れ
ば
幸
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

二
月
末
ま
で
点
灯
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
暖
か
い
格
好
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
大
好
き
隊
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
佐
久
間　

拓
郎
）

　

生
坂
村
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。

こ
の
度
「
い
く
さ
か
大
好
き
隊
」に
新

し
く
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
笠
置（
カ
サ
ギ
）と
申
し
ま
す
。

　

私
は「
ど
ん
ぐ
り
い
ろ
は
チ
ャ
ン
ネ

ル
」を
運
営
し
て
い
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

づ
か
い
や
物
静
か
な
眼
差
し
ま
で
記

憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

生
坂
村
で
も
、家
畜
で
牛
を
飼
っ
て

い
た
形
跡
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま

す
。人
と
牛
の
身
近
な
関
係
に
、ど
こ

か
哀
愁
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

聞
い
た
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、丑
年

は「
耐
え
る
」「
こ
れ
か
ら
発
展
す
る

前
触
れ
・
芽
が
で
る
」
と
い
う
よ
う
な

年
に
な
る
説
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、村
民
の
皆
様
や
生
坂
村
の

発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
も
大
好
き
隊
で
、や
ま
な

み
荘
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
営
を

し
ま
し
た
。短
い
時
間
で
の
設
営
で
し

た
が
、き
れ
い
に
装
飾
が
出
来
上
が
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

花
火
や
蛍
や
星
な
ど
、な
ぜ
人
は
光

を
美
し
い
と
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
生
坂
村
に
明
か
り

が
灯
り
暖
か
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
今
年
で
六

年
目
と
な
り
、劣
化
が
目
立
つ
よ
う
に

で
す
。

　

生
坂
村
で
は
、美
し
い
山
々
や
雄
大

な
川
な
ど
で
自
然
に
親
し
み
楽
し
む

映
像
を
撮
影
し
ま
す
。

　

こ
の
映
像
を「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」で

公
開
し
、生
坂
村
の
魅
力
を
全
世
界
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば「
登
山
」や「
釣
り
」「
虫
捕

り
」「
自
然
素
材
を
使
っ
た
工
作
」「
生

坂
村
で
の
暮
ら
し
」
な
ど
、ど
ん
ど
ん

撮
影
、公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
も
ぜ
ひ「
ど
ん
ぐ
り
い
ろ
は
チ
ャ

ン
ネ
ル
」を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
い
ろ
は
」で
検
索
す
る

と
出
て
き
ま
す
。

　

い
く
さ
か
大
好
き
隊
の
車
が
止
ま
っ

て
い
る
先
で
、釣
り
や
虫
捕
り
を
し
て

い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
、そ
れ
は
た
ぶ

ん
私
で
す（
笑
）お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
♪

　

ま
だ
ま
だ
生
坂
村
で
の
生
活
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
笠
置　

克
人
）

22
（通巻80号）

や
ま
な
み
荘
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

新
し
い
い
く
さ
か
大
好
き
隊
員

やまなみ荘のイルミネーション

家族で移住（隣は撮影担当の妻）

１月２日公開・生坂村での初動画

笠置　克人
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ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、急
激
な
温

度
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く

変
動
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
生
じ

る
健
康
被
害
の
こ
と
で
す
。失
神
や
不

整
脈
を
生
じ
た
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
、
突
然
死
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

方
は
身
体
的
機
能
低
下
の
ほ
か
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
、動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク

が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

特
に
冬
場
の
一
一
月
～
三
月
頃
に
か

け
て
多
く
、入
浴
中
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
し
、
突
然
死
す
る
事
案
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

六
五
歳
以
上
の
救
急
要
請
が
増
加

す
る
統
計
が
出
て
い
て
、松
本
広
域
消

防
局
管
内
で
は
一
〇
月
か
ら
徐
々
に

浴
槽
に
関
連
し
た
救
急
要
請
が
増
加

合
の
入
浴
は
控
え
る
。

◦
高
齢
者
が
入
浴
し
て
い
る
時
、
家

族
や
周
囲
の
人
が
こ
ま
め
に
様
子

を
見
に
行
き
声
を
か
け
る
。

◆
浴
室
内
で
事
故
が
起
き
た
時
の
対

処
法

◦
意
識
が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
浴
槽

か
ら
引
き
上
げ
る
。

◦
助
け
る
人
が
少
な
い
等
で
引
き
上

げ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
で
き
水
防

止
の
た
め
、あ
ご
が
下
が
ら
な
い
よ

う
に
手
で
支
え
、
す
ば
や
く
浴
槽

の
栓
を
抜
く
。

◦
す
ぐ
に
一
一
九
番
通
報
を
す
る
。

◦
浴
槽
か
ら
引
上
げ
、
普
段
通
り
の

呼
吸
が
な
い
場
合
は
心
肺
蘇
生
を

行
う
。

　

皆
さ
ま
も
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気

を
付
け
、
体
に
負
担
の
少
な
い
入
浴

方
法
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
合
せ
先

　

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

　

☎
六
二-
二
九
九
二 

し
て
い
ま
す
。

◆
入
浴
中
に
多
く
発
生
す
る
原
因

は
？

　

入
浴
中
の
事
故
原
因
に
は
、
浴
槽

内
と
脱
衣
所
・
浴
室
の
温
度
差
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
温
度
差
が

大
き
い
と
血
圧
が
急
激
に
変
動
し
、冬

場
は
特
に
事
故
の
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。ま
た
、入
浴
時
に
は
か
な
り

の
発
汗
が
あ
る
た
め
、想
像
以
上
に
体

の
水
分
が
失
わ
れ
脱
水
症
状
と
な
り
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
引
き
金
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
浴
事
故
を
防
ぐ
に
は
？

◦
脱
衣
所
を
暖
房
器
具
な
ど
で
温
め
、

他
の
部
屋
と
の
温
度
差
を
な
く
す
。

◦
お
湯
の
温
度
は
、熱
い
と
感
じ
な
い

ぬ
る
め
の
お
湯
で（
目
安
は
四
一
℃

以
下
）。

◦
長
い
時
間
の
入
浴
は
避
け
る
。

◦
入
浴
の
前
後
は
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
分

を
取
る
。

◦
飲
酒
時
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
場

12345678910111213141516171819202122232425262728293031
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【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈ヒートショックの予防〉

◎
生
徒
会
の
新
テ
ー
マ
発
表

　
一
〇
月
に
新
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
し
い
役
員
が
先
輩
か
ら
生
徒
会
を

引
き
継
い
で
活
動
を
し
て
き
て
い
ま

す
。
新
生
徒
会
本
部
で
検
討
を
重
ね
、

生
徒
会
顧
問
の
職
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

等
を
経
て
新
活
動
テ
ー
マ
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

新
テ
ー
マ
は

「
分
岐
点
～
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
よ

う
～
」

　

な
り
た
い
自
分
に
近
づ
く
た
め
に
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
少
し

は
意
識
し
た
り
、
視
野
を
広
げ
た
り

す
る
こ
と
で
、新
し
い
自
分
を
み
つ
け

て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
の
分
岐
点
に
な

る
こ
と
を
願
い
、こ
の
テ
ー
マ
を
設
け

ま
し
た
。

　

新
テ
ー
マ
は
、一
二
月
二
五
日（
金
）

の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
終
業
式

で
、
全
校
生
徒
に
向
け
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
考
え
に
考
え
て
設
定
し
た

テ
ー
マ
で
す
。掲
げ
た
テ
ー
マ
を
実
現

す
る
た
め
に
、知
恵
を
出
し
合
い
企
画

を
練
り
、取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

◎
地
元
明
科
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本

　

を
贈
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
例
年
選
挙
管
理
委
員

会
が「
流
河
祭
」
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
を
開
催
し
、そ
の
売
上
金
で
購
入

し
た
絵
本
を
地
域
の
保
育
園
に
贈
呈

す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
流
河
祭
の

開
催
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
た
中
、何

と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
と
と
も
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。例
年
よ
り
少
な
い
冊

数
に
な
り
ま
し
た
が
、明
科
北
・
明
科

南
の
こ
ど
も
園
に
絵
本
を
贈
呈
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。明
科
南
認
定
こ

ど
も
園
で
は
、本
校
生
徒
か
ら「
明
科

高
校
生
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
絵
本

を
た
く
さ
ん
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
と
も
に
代
表
の
園
児
の

皆
さ
ん
に
絵
本
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

 �

（
文
責　

教
頭　

松
村　

真
一
）

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明科南認定こども園に絵本を贈呈
しました。
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確定申告・住民税申告をご予定の 皆様へ

令和２年分　所得税等・令和３年度住民税の申告相談について
住民税と所得税等の申告相談を行いますので、次に該当する方は必要な書類等をお持ちのうえお出掛けください。
（日程は次頁のとおりです。）

◆申告が必要な人
・1 月 1 日現在、生坂村内に住所がある方

所得が１か所からの給与所得で、勤務先で年末調整を済ませた方、
税務署等で確定申告される方は生坂村での申告は不要です。

・給与所得に係る収入がある方で、給与以外の所得がある、給
与を 2 か所以上からもらっている（アルバイトも含む）、年
の途中で就職・退職した方で、年末調整をしていない方

・医療費、国保など社会保険料の控除、扶養の追加、住宅借入
金等特別控除などを受けたい方

※住民税の申告は、所得証明書の発行や国民健康保険税・介護保
険料・後期高齢者医療保険料などの算定をするための基礎資料
となります。未申告の場合、各種保険料 ( 税 ) の減免、免除申
請や各種給付金等を受けられない場合がありますので、ご注意
ください。

 

◆申告時に必要なもの
○令和２年中の収入金額等を証明できるもの

・給与、年金等の源泉徴収票（ない方は給与明細書）
・営業・農業・不動産所得のある方はその所得の収支内訳書

○所得控除を受けるためのもの
・令和２年中に支払った保険料等がわかる書類

生命保険、地震保険料の控除証明書 ( 平成 18 年以前に締
結された長期損害保険料を含む。) 国民年金支払額の証明
書など

・住宅借入金等特別控除を受ける場合は、年末残高証明書
・その他控除に必要な書類（医療費控除、寄附金控除をされる方は、領収書や通知書など額を証明できるもの）

○所得税等の申告（確定申告）を行う方は、社会保障・税番号制度（マイナンバー）の導入に伴い、マイナンバー（個
人番号）を記載する必要があります。マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は、必ずご持参くださ
い。お持ちでない方は、通知カード若しくはマイナンバー入りの住民票と本人確認のできる書類（運転免許証・保
険証・パスポート等）を必ずご持参ください。

○印鑑は不要になりました。

★その他
※税務署又は役場から送られた書類がある方で、役場で申告する方はその書類をお持ちください。また、事業所得のあ

る方は収支内訳書を記入のうえ、収入や支出の確認できる明細書、領収書、帳簿などをお持ちください。
※公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、公的年金以外の所得金額が 20 万円以下の場合は、確定申告書を提出する

必要はなくなりますが、住民税の申告は必要となる場合があります。また、医療費控除の追加等、所得税の還付を受
ける場合は確定申告が必要です。

申告会場では感染予防のためマスクを着用し、手指消毒を行い、間隔を開けてお待ちください。
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お問い合わせ　生坂村役場住民課税務係　☎ 0263-69-3113

月　日 曜日 地区名 会　　　場 時　　　間

2 月 16 日 火 古　坂 古坂地区介護予防拠点施設 10:00 〜 11:30

2 月 17 日 水 込　地 込 地 公 民 館 10:00 〜 11:30

2 月 18 日 木 宇留賀 宇 留 賀 公 民 館 10:00 〜 15:00

2 月 19 日 金 大日向 大 日 向 生 活 改 善 セ ン タ ー 10:00 〜 15:00

2 月 20 日 土
休　　日

2 月 21 日 日

2 月 22 日 月 昭   津 木 材 ふ れ あ い 体 験 館 10:00 〜 11:30

2 月 23 日 火 休　　日

2 月 24 日 水 草   尾 草 尾 交 流 セ ン タ ー 10:00 〜 15:00

2 月 25 日 木 日   岐
白 日 公 民 館 10:00 〜 11:30

日 岐 公 民 館 13:30 〜 15:00

2 月 26 日 金 下生坂
下 生 坂 公 民 館 10:00 〜 15:00

2 月 27 日 土
休　　日

2 月 28 日 日

3 月 1 日 月
下生野

南 部 交 流 セ ン タ ー 10:00 〜 15:00

3 月 2 日 火

3 月 3 日 水 小立野 小 立 野 公 民 館 10:00 〜 15:00

3 月 4 日 木
上生坂 村 民 会 館 会 議 室 9:30 〜 15:00

3 月 5 日 金

3 月 6 日 土
休　　日

3 月 7 日 日

3 月 8 日 月 上生坂

村 民 会 館 会 議 室 9:30 〜 15:00

3 月 9 日 火

全　体
3 月 10 日 水

3 月 11 日 木

3 月 12 日 金

3 月 13 日 土
休　　日

3 月 14 日 日

3 月 15 日 月 最終日 村 民 会 館 会 議 室 9:30 〜 12:00

※各会場とも、12 時から 13 時まで昼休みとなります。ご了承ください。

〔令和 3 年〕申 告 相 談 日 程 表

午前中は大変混み合う場合があります。午後のご来場もご検討ください。

午前中は大変混み合う場合があります。午後のご来場もご検討ください。
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お子さんの予防接種はお済みですか？
生坂村役場健康福祉課

　予防接種法の改正により、令和２年１０月より、乳児期の予防接種にロタウイルスワクチン
が追加され、また種類の違う予防接種を受ける際の接種間隔が変更となりました。
　予防接種はこれまで、痘そうの根絶や麻しんの排除等、多くの感染症の流行を防止してきま
した。予防接種は個人の発症や重症化の予防とともに周りの人を守るため（まん延防止）に行
われています。
　各種予防接種の対象となる方（保護者）には、予診票を送付しています。
定期予防接種は公費（無料）で接種できる期間が決まっていますので、予診票が手元にある方
は、早めに接種を受けるようお願いします。

【異なる種類のワクチンを接種する場合の接種間隔】
　今までは、生ワクチン接種後は 27 日以上、不活化ワクチン接種後は 6 日以上間隔を空けて接種を受けることとなっ
ていましたが、令和 2 年 10 月より、下記のように変更されました。

【子どもの定期予防接種】
乳児期に開始されるもの 公費で接種できる期間（期限）

ロタウイルス 生後２４週あるいは３６週の間（ワクチンの種類による）

Ｂ型肝炎・ＢＣＧ １歳になる前日まで

Hib（ヒブ）・小児肺炎球菌 ５歳になる前日まで
（追加接種分は、１歳前後に改めて通知します。）

四種混合（ジフテリア・破傷風・ポリオ・百日咳） ７歳６ヶ月になる前日まで

１歳以降に実施するもの 公費で接種できる期間（期限）

ＭＲ（麻しん・風しん）	Ⅰ期
	 Ⅱ期

Ⅰ期：１歳～２歳になる前日まで
Ⅱ期：保育園年長時の３月 31 日まで

水痘 １歳～ 2 歳になる前日まで

日本脳炎	 Ⅰ期（初回・追加）
	 Ⅱ期

Ⅰ期：7 歳 6 ヶ月になる前日まで
Ⅱ期：９歳～ 13 歳になる前日まで

ＤＴ（二種混合：ジフテリア・破傷風） 11 歳～ 13 歳になる前日まで

ヒトパピローマウイルス（子宮頸がん）＊１ 12 歳になる年度の初日～ 16 歳となる年度の末日まで

＊１　現在、厚生労働省の勧告により、積極的な接種勧奨を控え個人通知は行っていませんが、接種を希望される方に
は予診票を送付しています。希望される方は、健康管理センター（電話：69-3500）にご連絡ください。

注射生ワクチン 

定期：ＢＣＧ・ＭＲ・麻しん・風しん・水痘

任意：おたふくかぜ 

27 日以上空ける 注射生ワクチン 

注射生ワクチン 制限なし 

経口生ワクチン 定期：ロタウイルス 

不活化ワクチン  

定期：B 肝・Hib（ヒブ）・ 肺炎球菌 

四種混合・日本脳炎・子宮頸がん 

DT（ジフテリア・破傷風） 

任意：季節性インフルエンザ等 

経口生ワクチン 

不活化ワクチン 

注射生ワクチン 

経口生ワクチン 

不活化ワクチン 

制限なし 
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■
ご
自
宅
に
図
書
室
か
ら
借
り
た
ま

ま
の
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ご
自
宅
に
、
返
却
期
限
が
過
ぎ
た

図
書
室
の
本
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

長
期
間
延
滞
を
す
る
と
、
そ
の
間

そ
の
本
に
出
合
え
た
か
も
し
れ
な
い

人
と
の
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

通
常
の
貸
出
期
間
は
三
週
間
で
す

が
、
読
み
切
れ
な
か
っ
た
場
合
期
限
の

延
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
延
長
で
き
る
の
は
、一
回
の
み
。

　

予
約
が
な
い
時
に
限
り
、
最
長
六

週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

　

図
書
室
の
本
は
、
生
坂
村
の
皆
さ

ん
の
財
産
な
の
で
、
お
互
い
の
こ
と
を

思
い
や
り
、
期
限
を
守
っ
て
た
く
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
「
こ
の
本
よ
か
っ
た
賞
」
表
彰
式

　

こ
の
ほ
ど
、一
一
・
一
二
・
一
月
の
図

書
か
ん
だ
よ
り
で
、
本
の
紹
介
文
を

書
い
て
く
れ
た
児
童
・
生
徒
へ
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。「
本
だ
い
す
き
の

会
」
か
ら
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、そ
の
中
か
ら
、三
名
に
は
、

「
が
ん
ば
っ
て
し
ょ
う
か
い
し
て
く
れ

た
賞
」と
し
て
、「
本
だ
い
す
き
の
会
」

よ
り
、
図
書
カ
ー
ド
と
賞
状
が
贈
ら

◆
筑
北
会
場

・
日
時　

二
月
一
三
日
（
土
）

　

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

・
会
場　

筑
北
村
役
場

　

一
〇
一
・
二
〇
四
・
二
〇
五
・

　

二
〇
六
号
室

　

筑
北
村
西
条
四
一
九
五

◆
安
曇
野
会
場

・
日
時　

二
月
一
八
日
（
木
）

　

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

・
会
場　

安
曇
野
市
役
所

　

二
一
一
・
二
一
二
・
二
一
三
・

　

二
一
四
号
室

　

安
曇
野
市
豊
科
六
〇
〇
〇

◆
松
本
会
場

・
日
時　

二
月
二
〇
日
（
土
）

　

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

・
会
場　

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン

　

タ
ー　

三-

三
会
議
室

　

松
本
市
中
央
四-

七-

二
六

◆
大
北
会
場

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
門
馬 

蛍
さ

ん（
小
一
）、髙
木 

さ
わ
さ
ん（
小
二
）、

平
林 

紗
妃
さ
ん
（
小
五
）
、
で
す
。

　

今
年
度
特
に
感
心
し
た
の
は
、
本

の
あ
ら
す
じ
が
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
て
、
字
も
読
み
や

す
く
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
読
ん
だ
と
き
に
初
め
て

感
じ
た
感
動
が
小
学
生
の
新
鮮
な
目

線
で
書
か
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

大
人
の
方
か
ら
の
お
ス
ス
メ
本
ベ

ス
ト
３
の
応
募
も
い
た
だ
き
、
読
み
ご

た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
図
書
室
に
掲

示
す
る
予
定
な
の
で
、
次
に
読
む
本

の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
、
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、
自
分
の

お
も
し
ろ
か
っ
た
本
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

・
日
時　

二
月
二
一
日
（
日
）

　

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

・
会
場　

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
第
一
・
第
二
会
議
室

　

大
町
市
大
町
一
一
二
九

◆
相
談
内
容

相
続
手
続
・
遺
言
手
続
・
贈
与
手

続
・
成
年
後
見
、
建
設
業
許
可
申

請
、
経
営
状
況
分
析
、
各
種
許
可

申
請
・
登
録
・
手
続
き
な
ど
に
関

す
る
こ
と

◆
事
前
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
行
政
書
士
会
松
本
支
部

　

☎
〇
二
六
三-

三
三-

七
一
六
六

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
及
び
松
本
職

業
安
定
協
会
で
は
、
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
の
学
生
を
対
象
と
し
た「
合

同
企
業
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

令
和
三
年
三
月
一
〇
日
（
水
）

　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
四
時

◆
場
所　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　

松
本
市
本
庄
一-

二-

一

◆
対
象
者　

令
和
四
年
三
月
大
学
・

短
期
大
学
・
専
修
学
校
等
卒
業
見

込
者
等

◆
参
加
予
定
企
業　

六
〇
社（
予
定
）

◆
受
付
時
間　

午
後
一
時
か
ら

※
当
日
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は

参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

著
し
い
拡
大
な
ど
、
参
加
者
の
健

康
と
安
全
の
確
保
が
困
難
な
場
合

は
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
本
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎
〇
二
六
三-

三
一-

八
六
〇
〇

き
ま
し
ょ！

図
書
室

◆
お
悔
や
み

　

申
し
上
げ
ま
す
◆

藤
澤 

袈
裟
一  

さ
ん（
97
歳 

上
生
坂
）

中
澤 

く
に
子  

さ
ん（
78
歳 

草
　
尾
）

根
原 

章
夫  

さ
ん（
69
歳 

下
生
野
）

★
お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
★

藤
澤  

夢ゆ
め

叶と  

ち
ゃ
ん（
12
月
21
日
生
）

真
幸
・
紗
穂
さ
ん（
上
生
坂
）

司
法
書
士
相
続
登
記
無
料

相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

大
学
生
等
を
対
象
と
し
た

「
合
同
企
業
説
明
会 

in

松
本
」
開
催
の
お
知
ら
せ
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そ
こ
で
、
平
成
一
八
年
度
よ
り
道

路
拡
幅
に
併
せ
た
生
坂
橋
の
架
け
替

え
工
事
に
着
手
し
、
山
側
の
掘
削
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
一
九
年

四
月
に
大
規
模
な
岩
盤
崩
落
が
発
生

し
た
た
め
、
改
め
て
地
質
調
査
等
を

実
施
し
工
事
継
続
を
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
現
道
拡
幅
に
よ
る
道
路
整
備
は

困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
犀
川
に

新
た
な
橋
梁
を
設
置
し
た
バ
イ
パ
ス

計
画
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら

着
手
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

山
清
路
バ
イ
パ
ス
の
全
長
は

四
四
二
メ
ー
ト
ル
で
、
全
体
の
事
業

費
は
約
二
二
億
円
、
そ
の
う
ち
山
清

路
大
橋
の
延
長
は
百
三
十
六
メ
ー
ト

ル
と
な
り
ま
す
。

　

橋
梁
の
形
式
は
「
鋼
単
純
下
路
式

ニ
ー
ル
セ
ン
ロ
ー
ゼ
橋
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
が
、
二
本
の
ア
ー
チ
の

　

主
要
地
方
道
大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー

千
曲
線
山
清
路
バ
イ
パ
ス
開
通
の

式
典
が
、
令
和
二
年
一
二
月
一
三
日

（
日
）
に
や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
式
典
後
会
場
を
山
清
路

大
橋
鷺
の
平
地
籍
に
移
し
、
渡
り
初

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
道
は
、
落
石
多
発
地
帯
で
あ
り

幾
度
と
な
く
落
石
等
に
よ
る
通
行
止

め
が
発
生
し
、
平
成
一
八
年
一
月
か

ら
は
、こ
の
場
所
を
迂
回
す
る
た
め
、

昭
和
六
年
に
架
設
さ
れ
た
旧
山
清
路

橋
を
二
ト
ン
規
制
に
し
て
通
行
す
る

状
況
で
し
た
。

間
隔
が
上
に
行
く
ほ
ど
狭
く
な
っ
て

い
て
、
そ
の
形
状
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

取
手
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ハ
ン
ド
ル
型
ニ
ー
ル
セ
ン

ロ
ー
ゼ
橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
土
砂
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
た
区
間
が
解
消
さ

れ
、
安
全
・
安
心
な
交
通
が
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
長
野
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
地
域
産
業

の
活
性
化
、
観
光
振
興
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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中澤  遥
はる

希
き

 ちゃん（１歳）
上生坂／美月さん

いたずらっ子  元気いっぱいです！

こんげつの

いい顔

祝　開通
山清路バイパス（山清路大橋）


